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R1年度

R2年度

R3年度

R4年度～

凡例

繰り返し

経営管理 組織再編
（労務管理）

組織再編
（教育）

耕作放棄地
対策

組織再編
（人事評価）

技術向上
※ｽﾏｰﾄ農業込

中期経営計画策定
（＝本戦略マップ）

短期経営計画策定

5ヶ年収支計画策
定

事務作業の現状把
握

部門別月次収支計
画と資金繰り計画

策定

月次会計締め実施

予実管理会議の実
行

就業規則改定

（定年、再雇用規
定）

社労士登用
※まず相談

働き方改革実現

農業技術マニュア
ルの策定

（栽培暦ベース）

研修カリキュラムの
策定（既存研修カリ
キュラムベース）

ビジネスマナーマ
ニュアル策定

（公開セミナー活
用）

教育が必要な項目
の抽出

現場導入
（R3年度末）

カリキュラム、マ
ニュアルの定期更

新

JA評価制度見直し
許可

既存評価制度の見
直し

評価基準の設定

評価項目と連動し
た給与体系の制定

評価ルールの設定

（自己、上司評価、
面談等）

評価者教育

（同じ目線での評
価）

現場導入
（R3年度末）

組織再編
（体制強化）

リクルート方法の
検討

（※必要に応じて）

リクルート実施
（※必要に応じて）

人員の最適配置現場管理者育成

農業データの蓄積

農業データの分析

データに基づく
改善策の検討

改善策の実行

改善実行による効
果計測の実施

能力に見合った賃
金の提供

生産性の向上
（面積拡大）

※収益向上のため

自社受入許容面積
の設定

（現状許容：80～
90ha）

農地受入基準の策
定

受入基準以下の農
地保全方法検討

基盤整備事地域の
選定と合意形成

基盤整備事業の活
用

他複合経営拠点と
の連携

有望品目の調査

有望品目の実験栽
培

有望品目の事業性
分析

有望品目の普及

農地保全の実現と
新たな収益営農モデルの構築

アクションプランの
実行管理

経営の安定化
（自立経営）

評価制度の
年次更新

就業規則改定
（福利厚生規定）

現場導入

労務管理の実行

（管理担当者の
設置と管理実行）

現状把握

（誰が何を何時
間）

業務の棚卸

業務の
再役割分担
（現状人員で）

不足機能の抽出
（どこに何人）

外注契約

（質を保つため、
技術基準の設

定）

必要人員の人物
像確定

農地契約更新

（タイミング早期
化）

※破線内
エンドレス

有望品目での面
積拡大を目指す


